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2021年（令和3年）

2月号

・宗祖日蓮大聖人御降誕八〇〇年慶讃（1面）
・全国の聖徒団を訪ねて（1面）
・コロナ退散 百キロ行脚（2面）

・よろこびちゃんの質問箱（4面）
・岩田先生の心も体も生き生き！（5面）
・よろこび法話（6面）

・身延大会日程が決定（3面）

今
月
の
内
容

聖徒のための情報誌
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感
謝
百
万
遍
陀
羅
尼

ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

　
　
　
・ア
ル
バ
ム

日
蓮
宗
の
戒
壇
、

　

そ
の
現
代
的
意
義
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宮
崎
県
日
向
市
財
光
寺
地
区
は

人
口
一
万
人
と
決
し
て
大
き
な
町
で

は
な
い
が
、
大
半
の
人
が
お
題
目
を

信
仰
し
て
い
る
。
と
て
も
信
仰
熱
心

な
町
で
は
あ
る
が
、
今
か
ら
六
十
一

年
前
（
昭
和
三
十
四
年
）
新
宗
教
が

宮
崎
県
の
日
蓮
宗
寺
院
を
次
々
と
改

宗
し
、
日
向
市
の
日
蓮
宗
寺
院
が
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
菩
提
寺
を
無

く
し
た
財
光
寺
地
区
の
人
々
が
（
渋

谷
作
一
氏
を
筆
頭
に
）
延
岡
市
本
東

寺
（
現
吉
田
海
心
団
長
の
師
父
）
に

懇
願
し
、
昭
和
三
十
六
年
、
財
光
寺

の
小
高
い
山
の
上
に
小
さ
な
お
堂
を

建
立
し
た
の
が
本
光
寺
の
始
ま
り
で

あ
る
。

本
光
寺
は
吉
良
団
長
の
母
の
実

家
と
い
う
縁
が
あ
り
、
大
学
を
卒

業
後
、
身
延
山
大
学
（
行
学
寮
）

に
編
入
学
し
、
修
行
を
経
て
日
蓮

宗
教
師
と
な
っ
た
。
本
光
寺
に
入

り
程
な
く
し
て
、
団
長
は
他
寺
院

の
お
手
伝
い
に
行
く
中
で
大
変
衝

撃
を
受
け
た
。
そ
れ
は
他
の
寺
院

の
檀
信
徒
さ
ん
が
「
と
て
も
生
き

生
き
し
た
顔
」
で
お
参
り
を
し
て

い
る
事
で
あ
っ
た
。

お
寺
は
法
事
や
葬
儀
を
す
る
だ

け
と
思
っ
て
い
た
吉
良
団
長
で

あ
っ
た
が
、
何
が
違
う
の
か
疑
問

に
思
い
調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は

「
倶
生
神
月
守
」
を
着
帯
し
て
い

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
先
輩

上
人
に
相
談
し
、
霊
断
師
養
成
講

習
を
受
講
し
た
。

霊
断
師
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
毎

月
一
日
午
後
一
時
か
ら
「
盛
運
祈

願
祭
」
を
開
始
し
た
。
当
初
は
身

内
だ
け
の
参
拝
だ
っ
た
が
、
聖
徒

が
一
人
、
ま
た
一
人
と
友
人
知
人

を
誘
い
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

始
め
は
三
本
し
か
な
か
っ
た
団

扇
太
鼓
が
今
で
は
五
〇
本
に
増

え
、
お
題
目
が
か
か
れ
た
の
ぼ
り

旗
も
一
〇
〇
本
以
上
奉
納
さ
れ

た
。
ま
た
崖
に
は
土
砂
崩
れ
を
防

ぐ
為
、
毎
年
五
〇
本
以
上
の
紫
陽

花
を
増
や
す
「
本
光
寺
紫
陽
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
今

年
は
約
三
〇
〇
本
の
紫
陽
花
が
顔

を
出
し
た
。

ま
た
宗
派
を
越
え
て
地
域
の
方

が
お
参
り
し
や
す
い
よ
う
に
と
、

二
月
は
立
春
水
行
祭
、
五
月
は
こ

ど
も
の
日
に
日
向
鬼
子
母
神
大

祭
、十
二
月
は
年
末
か
ま
じ
め（
釜

〆
）
寒
行
を
始
め
た
。
ま
た
団
長

は
中
学
校
の
教
員
の
経
験
を
活
か

し
、
部
活
動
大
会
の
必
勝
祈
願
や

試
験
合
格
祈
願
を
行
い
、
徐
々
に

子
ど
も
た
ち
の
お
題
目
が
響
く
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

総
代
役
員
始
め
、
婦
人
部
、
聖

徒
団
、
地
域
の
お
か
げ
で
活
気
が

出
て
き
た
矢
先
、
本
堂
床
や
ト
イ

レ
に
白
蟻
被
害
、
天
井
の
雨
漏
り

が
発
生
し
た
。
駆
除
や
リ
フ
ォ
ー

ム
も
検
討
さ
れ
た
が
「
み
ん
な
で

新
し
い
本
堂
を
作
ろ
う
！
」
と
新

本
堂
建
替
の
計
画
が
始
ま
っ
た
。

団
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
人
と
人
が
会
う
こ
と
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た

ち
日
蓮
大
聖
人
の
弟
子
は
、「
お

題
目
と
倶
生
神
月
守
」
で
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
離
れ
て
い
て
も

心
は
一
つ
。
新
本
堂
建
立
を
通

し
て
、
ご
先
祖
様
と
の
つ
な
が

り
、
未
来
の
子
孫
と
の
つ
な
が

り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
目
指

し
、
一
〇
〇
年
二
〇
〇
年
と
宮
崎

県
の
明
る
い
未
来
を
聖
徒
の
皆
様

と
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
吉

良
団
長
は
キ
ラ
キ
ラ
し
た
眼
差
し

で
語
っ
た
。

（
宮
崎
県　

片
寄
智
康
通
信
員
）

全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
は
、
貞
応
元
年

（
一
二
二
二
）
二
月
十
六
日
、
安
房
の

国
小
湊
（
今
の
千
葉
県
）
で
誕
生
さ
れ

ま
し
た
。
以
来
、
お
釈
迦
様
の
説
か
れ

た
「
法
華
経
」
の
真
理
を
身
を
も
っ
て

証
明
さ
れ
、
生
涯
、
お
題
目
の
広
宣
流

布
に
心
血
を
そ
そ
が
れ
ま
し
た
。

今
月
十
六
日
宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
宗
門
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
て
「
宗
祖
日
蓮
大

聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」
の

ラ
イ
ブ
配
信
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
共
に
寿
を
分

か
ち
合
い
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。

宗祖日蓮大聖人御降誕八〇〇年慶讃

地
域
に
根
付
く
お
題
目
で
つ
な
が
る
お
寺

宮
崎
県
日
向
市
本
光
寺
聖
徒
団
（
吉
良
貴
徳
団
長
）

ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線　

財
光
寺
駅
よ
り
車
で
五
分

バ
ス
停「
財
光
寺
」ま
た
は「
財
光
寺
小
学
校
」

よ
り
徒
歩
二
分

東
九
州
自
動
車
道
日
向
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
六
分

団長の大荒行堂帰山式

水行祭　情熱の参加者

お寺に集う笑顔の子どもたち
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こ
び
だ
け
で
な
く
、
亡
く
な
っ
た
方

へ
の
最
後
の
お
別
れ
ま
で
も
。
す
べ

て
が
自
粛
、
縮
小
と
な
る
中
、
自
分

自
身
の
中
に
も
「
ま
あ
こ
れ
く
ら
い

や
れ
ば
い
い
か
」
と
い
う
甘
え
の
気

持
ち
が
出
て
き
た
。
僧
侶
で
あ
る
私

た
ち
こ
そ
が
信
仰
に
邁
進
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
に
。
ま
ず
は
何
か
や

ら
ね
ば
と
思
い
こ
の
百
キ
ロ
行
脚
を

計
画
し
た
。
行
脚
二
週
間
前
に
車
半

分
が
潰
れ
る

ほ
ど
の
大
事

故
に
あ
っ
た
。

歩
く
の
も
辛

く
リ
タ
イ
ア

を
考
え
た
が
、

月
守
り
を
胸

に
、
心
待
ち

に
し
て
く
だ

さ
る
檀
信
徒

の
応
援
が
完

走
に
導
い
て
く
れ
た
。
コ
ロ
ナ
は
恐

ろ
し
い
も
の
。
だ
け
ど
そ
れ
以
上
に

怖
い
の
は
周
り
に
流
さ
れ
、
考
え
る

の
を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
。
倶
生
神

月
守
を
着
帯
し
、
一
心
に
お
題
目
の

信
仰
を
持
ち
続
け
れ
ば
必
ず
コ
ロ
ナ

に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
。
冬
は

必
ず
春
に
な
る
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
！
」
と
出
迎
え
た
檀
信
徒
の
前
で

語
っ
た
。

清澄寺を出発

　

十
一
月
十
五
日
大
分
県  
蓮
正
寺

聖
徒
団
に
於
い
て
日
蓮
大
聖
人 
七

三
九
遠
忌  

報
恩
御
会
式
法
要
が
行

わ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
と
り
全
員
マ
ス
ク
着
用

で
の
法
要
と
な
っ
た
。

　

飯
盛
団
長
は
福
岡
県
で
生
ま
れ
育

ち
、
身
延
山
で
三
年
修
行
し
た
後
、

仏
縁
を
い
た
だ
い
て
大
分
県
の
蓮
正

寺
に
お
母
様
の
久
子
さ
ん
と
二
人
で

移
住
し
住
職
と
な
っ
た
。

　

飯
盛
団
長
は
取
材
に
「
最
初
は
知

り
合
い
も
一
人
も
居
な
く
大
変
で
し

た
が
、
総
代
さ
ん
や
檀
信
徒
が
家
族

の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
本
当
に
有
難
い
仏
縁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
檀
信
徒
や
地

域
の
皆
さ
ん
に
ゆ
っ
く
り
恩
返
し
を

し
て
い
き
た
い
」
と
二
十
年
を
振
り

返
り
語
っ
た
。
ま
た
法
要
後
に
は
身

延
山
で
の
後
輩
で
飯
盛
団
長
の
苦
労

を
よ
く
知
る
吉
田
憲
由
上
人
の
高
座

説
教
が
あ
り
、
飯
盛
団
長
の
お
母
さ

ん
へ
の
親
孝
行
、
二
人
三
脚
で
歩
ん

で
き
た
話
に
聖
徒
一
同
目
頭
を
熱
く

し
て
い
た
。

　

法
要
に
参
列
し
た
聖
徒
さ
ん
は

「
霊
断
で
相
談
に
く
る
人
や
倶
生
神

月
守
を
受
け
る
人
が
増
え
お
寺
が
活

気
づ
い
て
き
た
。
あ
と
は
飯
盛
団
長

に
お
嫁
さ
ん
が
来
て
く
れ
さ
え
す
れ

ば
蓮
正
寺
は
安
泰
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

大
難
の
後
に
発
展
あ
り

大
難
の
後
に
発
展
あ
り

岐
阜
県
美
濃
市　

常
唱
寺
聖
徒
団
（
阪
口
慈
幸
団
長
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
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相
談
例 「
就
職
で
き
る
か
」

　
（
相
談
者
）　

五
十
二
歳　

女
性
（
主
婦
）

　

三
年
前
か
ら
弁
当
屋
で
働
い
て
い
た
本
人
は
、
あ
る
日
突
如

と
し
て
リ
ス
ト
ラ
で
解
雇
さ
れ
た
。

　

夫
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
息
子
と
娘
は
結
婚
し
て
別
居
。
本
人

は
家
に
居
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
ど
こ
か
パ
ー
ト
で
良
い
か
ら
働

き
た
い
。
で
き
れ
ば
今
ま
で
働
い
て
い
た
よ
う
な
弁
当
屋
が
良

い
。
し
か
し
世
間
は
不
景
気
で
募
集
も
ほ
と
ん
ど
無
い
。
ど
こ

か
就
職
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
御
宝
前
に
て
霊
断
】

〔
霊
断
師
に
よ
る
指
導
〕

　

今
の
ま
ま
で
は
、
た
と
え
就
職
運
が
巡
っ
て
き
て
も
、
本
人

の
心
構
え
が
安
易
で
人
任
せ
で
あ
る
の
で
仕
事
に
就
け
な
い
で

し
ょ
う
。
も
し
本
当
に
就
職
を
し
た
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
本

気
で
ご
本
仏
様
に
祈
り
を
捧
げ
、
倶
生
神
様
の
ご
加
護
を
真
剣

に
お
願
い
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
二
ヶ
月
目
に
は
就
職
の
縁

に
恵
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

﹇
結
果
﹈

　

本
人
は
夫
と
共
に
参
詣
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
宅
で
も
信
行

を
続
け
た
。

　

一
ヶ
月
半
を
過
ぎ
た
頃
、
自
宅
近
く
の
弁
当
屋
で
人
材
の
募

集
が
あ
り
就
職
で
き
た
。
そ
の
後
、
毎
月
必
ず
参
拝
す
る
よ
う

に
な
り
、
今
も
元
気
に
働
い
て
い
る
。

家
運 

業
運 

金
融 

縁
談 

交
渉 

取
引 

選
挙 

訴
訟 

失
物 

病
気 

就
職 

受
験 

人
物 

移
転 

旅
行 

企
画 

な
ど

相
談
内
容 　

悩
み
を
抱
え
た
と
き
、
進
路
に
迷
っ
た

と
き
に
は
、
九
識
霊
断
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
お
教
え
か
ら
生

ま
れ
た
運
命
鑑
定
で
す
。

　

幸
せ
な
人
生
の
た
め
に
、
よ
り
よ
き
人

生
の
た
め
に
。

߇߇߇߇߇߇

　

十
一
月
十
日
〜
十
四
日
、
千
葉
県

市
原
市
正
蓮
寺
聖
徒
団
・
大
塩
裕
孝

副
団
長
が
「
コ
ロ
ナ
退
散
！
百
キ
ロ

行
脚
」
を
行
っ
た
。
清
澄
寺
を
出
発

し
、
誕
生
寺
、
鏡
忍
寺
、
加
名
盛
日

蓮
聖
人
経
塚
、
藻
原
寺
等
、
日
蓮
聖

人
ゆ
か
り
の
地
を

百
キ
ロ
の
行
脚
で

巡
り
、
コ
ロ
ナ
退

散
、
生
活
復
興
を

祈
願
し
た
。

　

行
脚
を
完
走
し

正
蓮
寺
に
到
着
し

た
副
住
職
は
、「
コ

ロ
ナ
は
多
く
の
も

の
を
奪
っ
て
い
っ

た
。
日
々
の
よ
ろ

冬
は
必
ず
春
と
な
る

冬
は
必
ず
春
と
な
る

コ
ロ
ナ
退
散
！
百
キ
ロ
行
脚

コ
ロ
ナ
退
散
！
百
キ
ロ
行
脚

千
葉
県
正
蓮
寺
聖
徒
団
（
大
塩
裕
孝
副
団
長
）

加名盛日蓮聖人経塚にて

　

全
国
聖
徒
の
皆
さ

ん
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
蔓
延
の
中
、
大
丈

夫
で
す
か
？
日
々
、
手

洗
い
・
消
毒
・
検
温
・

マ
ス
ク
の
着
用
と
大
変

で
す
。

　

日
蓮
大
聖
人
の
時
代

（
鎌
倉
時
代
）
も
疫
病
・

大
地
震
・
人
と
人
と
の

争
い
等
、
大
変
苦
し
い

時
代
で
し
た
。し
か
し
、

日
蓮
大
聖
人
の
お
題
目

弘
通
に
よ
り
、
大
難
が

小
難
に
な
り
、
国
難
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
七
百
三
十
九
年
の
長
い

間
、お
題
目
信
仰
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
私
た
ち
が
日
々
お
題
目
を

唱
え
、
倶
生
神
月
守
を
着
帯
し
、
教

誌
よ
ろ
こ
び
を
購
読
し
て
元
気
を
い

た
だ
き
、
こ
の
大
難
（
疫
病
）
を
払

い
除
け
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
三
年
度
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
後
に
身
延
山
に
て
結
集
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
聖
徒
の

皆
様
の
笑
顔
に
会
え
る
こ
と
を
、
麒

麟
が
来
る
美
濃
乃
國
よ
り
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
お
そ
れ
な
が
ら
、
令
和

三
年
度
の
身
延
大
会
に
結
集
す
る
皆

様
の
評
価
を
今
の
う
ち
に
す
る
な

ら
、
十
点
満
点
の
う
ち
期
待
を
も
っ

て
「
八
点
」
で
す
。
身
延
大
会
に
結

集
す
る
皆
様
の
声
高
ら
か
な
お
題

目
・
至
心
の
祈
り
・
仏
の
行
な
い
は
、

必
ず
や
成
果
（
聖
火
）
を
も
た
ら
し

発
展
（
八
点
）
し
ま
す
。

　

御
後
が
宜
し
い
よ
う
で
。
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も
「
大
が
く
殿
は
坂
東
第
一
の
御
て

か
き
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
聖
人
が

氏
の
文
才
と
知
識
を
い
か
に
お
認
め

に
な
っ
て
い
た
か
が
う
か
が
い
知
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
深
い
縁
の
中
、

大
学
三
郎
は
実
に
六
十
歳
と
い
う
歳

で
、
親
子
程
も
歳
の
離
れ
た
大
聖
人

を
篤
く
信
望
し
、
つ
い
に
は
檀
越
と

な
る
こ
と
を
願
い
出
た
の
で
す
。

以
来
そ
の
信
仰
心
は
日
を
増
す
ご

と
に
深
く
な
り
、
や
が
て
そ
の
篤
信

は
自
身
の
み
な
ら
ず
母
や
妻
を
も
感

化
し
、
共
に
大
聖
人
の
檀
越
と
な
り

ま
し
た
。
大
聖
人
は
文
永
二
（
一
二

六
五
）
年
に
は
女
性
の
法
華
経
読
誦

と
行
法
に
つ
い
て
の
『
月
水
御
書
』

を
著
さ
れ
る
と
妻
に
授
与
さ
れ
、
ま

た
八
十
歳
と
い
う
高
齢
で
日
々
強
い

๤
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も
う
お
一
方
、
こ
の
時
期
の
日
蓮

大
聖
人
に
深
く
関
わ
り
の
あ
る
人
物

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。「
大
学
三

郎
」
と
い
う
お
名
前
を
、
皆
さ
ん
も

大
聖
人
の
伝
記
や
お
書
物
で
目
に
し

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

「
大
学
」
は
官
名
に
よ
る
通
り
名
で
、

本
名
は
比
企
三
郎
能
本
と
称
し
ま

す
。
建
仁
元
（
一
二
〇
一
）
年
、
能

本
は
鎌
倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
で
あ

っ
た
比
企
能
員
の
末
子
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。

父
能
員
は
将
軍
源
頼
朝
の
乳
母
を

務
め
た
比
企
尼
の
甥
（
後
に
養
子
と

な
り
ま
す
）
に
当
た
り
、
比
企
尼
の

縁
に
よ
っ
て
二
代
将
軍
頼
家
の
乳
母

父
と
な
る
な
ど
、
幕
府
内
で
の
勢
力

を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
台
頭
を
危
ぶ
む
北
條
氏
と
の
確
執

ల
ຐ
߇
ٝ

ల
ຐ
߇
ٝ

඾
Ⴑ
ఱ
୉
૽
⅛
༜
Ⅻ
ⅶ
⅍
ൽ

඾
Ⴑ
ఱ
୉
૽
⅛
༜
Ⅻ
ⅶ
⅍
ൽ

に
よ
り
、建
仁
三
年
の
「
比
企
の
乱
」

に
て
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
族
皆
が

命
を
落
と
し
て
い
く
中
、
当
時
ま
だ

二
歳
で
あ
っ
た
能
本
は
危
う
く
難
を

逃
れ
京
都
へ
逃
げ
延
び
ま
し
た
。
京

都
東
寺
で
養
育
を
受
け
た
能
本
は
、

特
に
文
才
と
儒
学
に
は
秀
で
た
能
力

を
発
揮
し
、
や
が
て
儒
学
者
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま
す
。

や
が
て
そ
の
秀
で
た
才
を
順
徳
天

皇
に
認
め
ら
れ
、
侍
者
相
談
役
に
加

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。承
久
三（
一

二
二
一
）
年
七
月
に
起
き
た
承
久
の

変
に
よ
っ
て
順
徳
帝
と
共
に
佐
渡
へ

流
罪
と
な
り
ま
す
が
、
将
軍
頼
経
の

夫
人
と
な
っ
た
姪
竹
御
所
の
計
ら
い

に
よ
っ
て
、
嘉
禄
年
中
（
一
二
二
五

〜
二
六
）
に
は
再
び
鎌
倉
へ
帰
る
こ

と
を
許
さ
れ
ま
す
。
更
に
赦
免
後
に

は
幕
府
に
よ
っ
て
儒
官
と
し
て
任
用

さ
れ
、
そ
の
後
長
く
に
わ
た
っ
て
学

者
と
し
て
の
道
を
歩
み
ま
し
た
。「
大

学
」
の
名
は
こ
こ
か
ら
由
来
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

比
企
能
本
と
大
聖
人
と
の
出
会
い

は
、
少
々
時
代
が
前
後
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年

頃
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
相
寺

経
蔵
よ
り
戻
ら
れ
た
後
、
大
聖
人
は

大
変
重
要
な
書
で
あ
る
『
立
正
安
国

論
』
を
著
述
さ
れ
ま
す
が
、
驚
く
こ

と
に
こ
の
大
切
な
『
安
国
論
』
に
対

し
て
の
文
章
的
な
意
見
を
、
幕
府
へ

の
奏
進
前
に
大
学
三
郎
に
求
め
ら
れ

た
と
さ
れ
ま
す
。
冒
頭
の
ご
文
章
に
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日程が決まりました。身延山でお会いしましょう！
※新型コロナウイルス感染拡大状況により、内容が変更になる場合があります。
　随時よろこびに掲載しますのでご確認ください。

信
心
を
た
も
ち
続
け
る
母
へ「
妙
本
」

の
法
号
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
学

三
郎
は
母
を
救
っ
て
く
れ
る
感
謝
の

気
持
ち
と
、
今
は
亡
き
姉
讃
岐
局
の

菩
提
を
弔
う
願
い
を
込
め
て
、
自
身

の
屋
敷
で
あ
っ
た
竹
御
所
の
跡
地
に

法
華
堂
を
建
立
し
、
大
聖
人
に
供
養

を
致
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
比
企
一

族
も
ま
た
、
鎌
倉
で
の
大
き
な
下
護

者
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

法
華
堂
の
寄
進
に
大
変
感
激
さ
れ

た
大
聖
人
は
、
こ
の
お
堂
を
父
能
員

氏
の
法
号
で
あ
る
長
興
と
、
母
の
法

号
妙
本
を
も
っ
て
長
興
山
妙
本
寺
と

命
名
し
、
開
堂
供
養
を
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
今
尚
そ
の
堂
閣
を
比
企

谷
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
の
地
に
伝

え
る
、
本
山
長
興
山
妙
本
寺
の
始
ま

り
な
の
で
す
。

霊
断
教
学
研
修
会
を
開
催

霊
断
教
学
研
修
会
を
開
催

（
東
京
都
西
部
）

　

十
二
月
八
日
（
月
曜
）
東
京
西
部
・

感
通
寺
聖
徒
団
（
新
間
正
興
団
長
）

を
会
場
に
東
京
都
西
部
連
合
会
主
催

に
よ
る
教
学
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

霊
断
院
教
務
部
長
小
泉
輝
泰
上
人

を
講
師
に
教
学
講
義
と
霊
断
法
解
説

が
行
わ
れ
、
地
元
の
霊
断
師
七
名
が

参
加
し
た
。
ま
た
、
研
修
会
は
コ
ロ

ナ
過
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
が
な

さ
れ
、数
名
の
霊
断
師
が
参
加
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
当
会
の
活
動
も
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
会
場

と
な
っ
た
感
通
寺
聖
徒
団
で
は
参
加

者
に
検
温
や
消
毒
、
個
々
の
机
を
用

意
し
て
間
隔
を
空
け
、
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
置
く
な
ど
、
万
全
な
感
染
症

対
策
を
し
た
中
で
研
修
会
が
実
施
さ

れ
た
。

　

講
義
で
は
、
御
遺
文
『
諸
法
実
相

鈔
』
を
紐
解
き
、「
観
念
と
現
実
の

一
致
」
を
再
確
認
し
、「
霊
断
師
が

如
来
使
と
し
て
聖
徒
を
導
い
て
行
く

の
で
す
！
」
と
い
う
小
泉
上
人
の
熱

い
講
義
を
受
け
た
。
霊
断
法
で
は
、

参
加
し
た
霊
断
師
が
そ
れ
ぞ
れ
持
参

し
た
霊
示
を
例
題
に
、
皆
で
意
見
を

出
し
合
い
霊
断
法
の
研
鑽
に
勤
し
ん

だ
。

 

（
東
京
都
西
部　

林
重
仁
通
信
員
）小泉先生による熱い講義
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食
事
処
「
玉
川
楼
」

は
身
延
山
バ
ス
停
よ

り
下
に
あ
り
、
参
拝

客
・
町
方
の
皆
さ
ん

に
う
な
ぎ
・
か
ら
揚

げ
等
で
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

大
正
三
年
創
業
当

時
か
ら
継
ぎ
足
し
て

き
た
タ
レ
で
、
皮
は

香
ば
し
く
身
は
ふ
っ

く
ら
と
焼
き
上
げ
た

う
な
ぎ
を
食
べ
に
、

是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
お
会
い
出

来
る
こ
と
を
楽
し
み

に
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

身 

延
山
下
町
紹
介 

玉
川
楼

　

師
弟
は
「
物
理
的
距
離
」
で
決
ま
る
も

の
で
は
な
い
。
た
と
え
遠
く
離
れ
て
い
て

も
、
心
と
心
は
通
い
合
う
。
時
代
を
超
え

て
響
き
合
う
。（
久
遠
の
本
佛
と
私
た
ち

の
関
係
も
同
じ
で
あ
る
）

　

日
蓮
大
聖
人
の
御
在
世
当
時
も
、
大
聖

人
と
直
接
お
会
い
し
て
い
な
い
門
下
は
多

く
い
た
。
こ
の
お
手
紙
を
頂
い
た
門
下
の

夫
妻
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
大
聖
人
に
一
度

も
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
師
の
不
自
由
な
生
活
を
案
じ
て
か
、

一
枚
の
「
単
衣
」
を
御
供
養
し
た
の
で
あ

る
。
大
聖
人
は
そ
の
真
心
に
応
え
て
、
自

ら
筆
を
執
り
、
思
い
が
詰
ま
っ
た
お
礼
の

返
書
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が『
単
衣
抄
』

で
あ
る
。

　

大
聖
人
に
単
衣
を
御
供
養
し
た
夫
妻

は
、
南
条
家
に
関
わ
る
人
か
、
あ
る
い
は

鎌
倉
在
住
の
門
下
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
本
抄
の
内
容
か
ら
、
夫
妻
は

地
道
に
信
心
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

こ
の
御
文
の
前
に
、
大
聖
人
は
身
延
で

の
困
窮
し
た
生
活
に
つ
い
て
、
切
々
と
つ

づ
ら
れ
て
い
る
。
食
料
が
不
足
し
て
い
た

た
め
、
雪
を
口
に
入
れ
て
飢
え
を
凌
い
だ

り
、
山
林
に
入
っ
て
木
の
実
が
な
い
時
は
、

空
腹
の
ま
ま
二
三
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
衣
服
に
も
不
自
由
さ
れ
、
自
然
死
し

た
鹿
の
皮
を
着
て
お
ら
れ
た
時
も
あ
っ
た
。

　

大
聖
人
は
、
衆
生
救
済
に
一
身
を
尽
く

さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
師
（
一
国
の

指
導
者
）
と
遇
す
べ
き
お
方
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
中
の
人
々
は
迫
害

を
も
っ
て
報
い
た
の
で
あ
る
。

　

夫
妻
は
大
聖
人
に
一
度
も
お
会
い
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
国
中
か
ら
迫
害
さ

れ
て
い
る
師
の
こ
と
を
心
か
ら
心
配
し
、

単
衣
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。「
こ
の
単
衣

が
、
大
聖
人
の
大
切
な
御
体
を
少
し
で
も

お
守
り
す
る
助
け
と
な
れ
ば
」
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

大
聖
人
は
「
こ
の
よ
う
な
者
を
ど
う
し
て

不
憫
に
思
わ
れ
た
の
か
」「
何
と
も
言
え

な
い
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
」

と
感
謝
の
思
い
を
つ
づ
ら
れ
、
単
衣
の
尊

さ
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　

諸
佛
は
、
法
華
経
の
文
底
に
説
か
れ
た

妙
法
蓮
華
経
を
根
源
の
法
と
し
て
成
佛
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
為
、
諸
佛
は
法
華

経
を
唱
え
弘
め
る
法
華
経
の
行
者
を
護
ろ

う
と
す
る
。
大
聖
人
に
贈
ら
れ
た
単
衣
は
、

法
華
経
の
行
者
を
護
り
、
妙
法
を
弘
め
る

助
け
と
な
る
。
諸
佛
を
成
佛
さ
せ
た
法
華

経
は
、
一
字
一
字
が
「
金
色
の
佛
」
と
言
え

る
。
故
に
法
華
経
の
行
者
の
為
の
御
供
養

の
功
徳
に
よ
っ
て
、
法
華
経
の
文
字
数
分

の
六
万
九
千
三
百
八
十
四
の
佛
に
よ
っ
て

護
ら
れ
る
の
だ
、
と
仰
せ
な
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
者
を
ば
何
と
し
て
か
哀
と
お
ぼ
し
け
ん
、
未
だ
見
参
に
も

入
ら
ぬ
人
の
膚
を
隠
す
衣
を
送
り
給
候
こ
そ
何
と
も
存
じ
が
た
く
候

へ
、此
の
帷
を
き
て
佛
前
に
詣
で
て
法
華
経
を
読
み
奉
り
候
い
な
ば
、

御
経
の
文
字
は
六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
、
一
一
の
文
字
は
皆
金
色

の
佛
な
り
、
衣
は
一
つ
な
れ
ど
も
六
万
九
千
三
百
八
十
四
佛
に
一
一

に
き
せ
ま
い
ら
せ
給
へ
る
な
り

『
単
衣
抄
』
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
聖
寿
五
十
四
歳

訳
：（
衣
食
に
不
自
由
な
生
活
を
身
延
で
続
け
て
い
る
）
こ
の
よ
う
な
者
（
日
蓮
）
を
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、

不
憫
に
思
わ
れ
、
未
だ
お
会
い
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
日
蓮
の
肌
を
隠
す
衣
服
を
お
送
り
下
さ
っ
た
こ

と
は
、
何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
程
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
帷
（
単
衣
）
を
日
蓮
が
着
て

佛
前
に
詣
で
、
法
華
経
を
読
み
奉
る
な
ら
ば
、
法
華
経
の
文
字
は
六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
で
あ
り
、
一

つ
一
つ
の
文
字
は
皆
、
金
色
の
佛
で
す
か
ら
、
衣
は
一
つ
で
す
け
れ
ど
も
六
万
九
千
三
百
八
十
四
の
佛
の

一
佛
一
佛
に
御
着
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教学部長
和歌山県龍光寺聖徒団団長
松 森 孝 雄

か
か
る
者
を
ば
何

て
か
哀

て
か
哀

み
お
し
え

よろこびちゃんに
質問がある方は
九段事務所まで
ご連絡ください。

身延山で身延山で
お会いしましょうお会いしましょう
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☎ 0556
62-0026

身延山でお会い
しましょう。

住職　貴家勝宏上人
〒409-2524 山梨県南巨摩郡身延町身延3595
電話： 0556-62-0230

身延山三門より身延川に沿って西
谷をのぼり、日蓮大聖人が身延御在
世中に御隠棲なられた御草庵に向か
う参道の高台に北之坊があります。
永仁５年（1297）年６月に法

寂院日圓上人によって開創され、
法寂院北之坊といいます。延宝３
（1675）年に南向坊、一行坊、松
林坊と合併しました。
境内には樹齢400年以上のしだれ

桜が多くあり、その姿は圧巻です。庭
からは本山の五重塔が望められます。
また、宿坊では珍しい和室バス

トイレ付や洋室ベッドルーム、また
ペット宿泊（別室）が可能です。ぜ
ひ一度ごゆっくり過ごしてみてくだ
さい。

開創：永仁５年（1297）
開基：法寂院日円上人（南部実長公）
ホームページ　https://www.

hojakuinkitanobo.com/

北之坊
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【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１　

２
本
で
一
膳
と
数
え
ま
す

２　

爪
を
切
り
と
る

３　

扉
の
ち
ょ
う
つ
が
い

４　

で
た
ら
め
。
悪
宣
伝

５　

利
子
の
こ
と
で
す

６　

反
対
語
は
オ
フ
ラ
イ
ン

９　

人
類
初
の
動
力
飛
行
機
を

　
　

作
っ
た
…
…
兄
弟

11　

挿
絵
画
家
・
竹
久
…
…

13　

新
年
の
子
ど
も
の
楽
し
み

15　

前
歯
の
こ
と
で
す

16　

故
郷
を
こ
う
言
う
こ
と
も

17　

風
邪
。
流
行
性
…
…

19　

機
知
に
富
ん
だ
短
い
話

21　

フ
グ
田
サ
ザ
エ
さ
ん
の
実

　
　

家
の
姓
は
？

23　

…
…
で
し
ょ
の
林
修
先
生

25　

良
薬
は
…
…
に
苦
し

■ヨコのカギ
１　元日の朝の太陽
５　ブラジルのカーニバル
　　で有名な都市
７　まわりがみな敵の意を
　　……楚歌という
８　公道を走る陸上競技
10　88歳は米寿、77歳　
　　は？
12　サケやマスの魚卵
13　獣を入れる囲い
14　目付き。……パッチリ
16　えらい人。……伝
17　冬は熱……とっくり？
18　白鵬・鶴竜などの名
20　新飲料などの試し飲み
22　戦後のベビーブーム期
　　に生まれた……の世代
24　飾り気がない
26　弓矢の標的
27　門松を飾っておく期間

〈
作
り
や
す
い
分
量
〉

　

生
姜
１
０
０
グ
ラ
ム
、
ハ
チ
ミ

ツ
１
０
０
〜
１
５
０
グ
ラ
ム
。

〈
作
り
方
〉

 

①
生
姜
は
皮
を
薄
く
む
き
、
繊

維
に
そ
っ
て
薄
切
り
に
し
、
水
に

５
分
さ
ら
す
。

　

②
水
気
を
き
っ
た
①
を
鍋
に
入

れ
、
か
ぶ
る
ぐ
ら
い
ま
で
水
を
そ

そ
ぎ
強
火
に
か
け
る
。
沸
騰
し
た

ら
中
火
に
。
２
分
茹
で
た
ら
ザ
ル

に
あ
げ
水
に
入
れ
て
冷
ま
す
。
生

姜
の
辛
味
が
苦
手
な
人
は
、
こ
れ

を
も
う
一
度
行
う
。

　

③
冷
め
た
生
姜
の
水
気
を
手
で

絞
り
、
ほ
ぐ
し
な
が
ら
保
存
容
器

に
入
れ
る
。

　

④
生
姜
が
か
ぶ
る
ぐ
ら
い
ま
で

ハ
チ
ミ
ツ
を
そ
そ
ぐ
。
10
分
ほ
ど

お
き
、
生
姜
が
ハ
チ
ミ
ツ
か
ら
出

て
く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ハ
チ
ミ

ツ
を
追
加
。
冷
蔵
庫
に
い
れ
て
５

時
間
漬
け
込
む
。

　

⑤
漬
け
込
ん
だ
生
姜
は
そ
の
ま

ま
食
べ
て
も
い
い
し
、
お
湯
に
ハ

チ
ミ
ツ
と
一
緒
に
加
え
て
飲
ん
で

も
い
い
で
す
よ
。

　　　
　　　
（94）産後うつの

発症者が増加

医師・山本晴義

カップルで 　　　
　　　
（94）産後うつの

発症者が増加

医師・山本晴義

生姜のハチミツ漬け

カップルで

̭͍̻͈ͧͭ͢͝·Λ΅ϋΈ

★ 

抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な

景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
氏
名　

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【 

答
え
の
送
付
先 

】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３
•

25
•

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所　

宛

⃄
先
月
号
の
答
え
は

　
　
　
「
ジ
ヨ
ヤ
ノ
カ
ネ
」

　
十
二
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

　

①
東
京
都
杉
並
区　
　

飯
高　

英
子
様

　

②
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市　

福
田　

益
子
様

　

③
栃
木
県
さ
く
ら
市　

村
上
め
ぐ
み
様

※ 

景
品
は
「
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん
ト

ー
ト
バ
ッ
グ
」
で
す
。
皆
さ
ん

ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
。

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

果物は野菜の代わり？

　今年の冬も、ついミ
カンを食べ過ぎて、指
先が、黄色くなってし

まった！なんてことありませんでしたか？
　ミカンを始めとする果物は、水溶性食物
繊維・ビタミン・ミネラルが豊富で、積極的に食べている人も多い
ですね。野菜が苦手な人は、野菜代わりに食べることもあるでしょ
う。
　でも、ここで１つの疑問が?!…果物って、野菜の代わりになるの
でしょうか???
　野菜と果物、両方に含まれる栄養素は、カリウム（むくみ予防）、
食物繊維（便秘予防）、ビタミンCなどです。
　しかし、野菜に豊富なビタミンAやB2などは、果物にはあまり
含まれていません。
　また、果物の甘みの元である果糖は、内臓脂肪になりやすい性質

があります。
　と言うことは…果物の食べすぎは、肥満の原因になりかねないわ
けです!!
　さらに、100％のジュースを飲む人がいますが、これは果物代わ
りにはなりません。
　ジュースでは、食物繊維が失われていたり、糖分が増えていたり
することが多いのです。
　果物は、活動が始まる朝に、適量をとるのがベスト！寝る前に食
べると、糖分を消費することなく内臓脂肪になりやすいので注意し
ましょう。一日の適量は、バナナなら１本、リンゴなら１個、ミカ
ンなら２個ほどです。
　せっかくのおいしい果物ですから、
体にいい食べ方を心がけたいですね
（^_^）

←
↜
ↄ
⅗
ٛ
ಿ
⅃
ⅼ

←
↜
ↄ
⅗
ٛ
ಿ
⅃
ⅼ

　

毎
月
全
国
の
会
長
を

 

紹
介
し
て
い
き
ま
す

広
島
県
霊
断
師
会
会
長

　
　

常
國
寺
聖
徒
団

 

濱
田
壽
教
団
長

　

宗
門
の
役
職
に
つ
か
れ
、
国

内
外
を
飛
び
回
ら
れ
る
会
長
さ

ん
で
す
。
全
国
の
会
長
さ
ん
が

集
ま
る
会
議
で
も
、
議
長
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
坊
の
常
國
寺
で
は
、
若

手
を
中
心
に
僧
侶
が
集
ま
り
、

霊
断
法
を
始
め
、
お
経
や
御
遺

文
の
勉
強
会
を
楽
し
く
開
い
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　
「
人
は
い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら

ん
よ
」「
今
、
で
き
る
こ
と
を
、

今
、
す
る
よ
う
に
」
と
よ
く
話

さ
れ
ま
す
。
私
が
、「
人
生
の

最
期
に
食
べ
た
い
も
の
は
何
で

す
か
？
」
と
お
聞
き
す
る
と
、

「
地
元
熊
野
町
の
山
田
米
で
、

卵
か
け
ご
飯
か
な
」
と
笑
顔
で

答
え
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
広
島
県
通
信
員　

堤
祐
弥
）

ス
マ
ホ
か
パ
ソ
コ
ン
で

検
索
し
て
み
て
ね

൞
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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難
も
ま
た
法
華
真
実
の
証
明
と
し
て
確
信

は
益
々
深
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
聖
人
の
お
題
目
信
仰
は

実
に
徹
底
し
た
証
明
の
宗
教
、
言
わ
ば
科

学
的
宗
教
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
の
で
す
。

　

思
想
と
自
然
現
象
の
関
係
性
は
一
般
的

に
は
理
解
し
に
く
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
思
想
を
こ
の
世
界
へ
の
正
し

い
考
え
方
と
表
現
を
変
換
す
れ
ば
科
学
的

思
考
と
な
り
理
解
さ
れ
て
く
る
で
し
ょ

う
。

　

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
宗
教

に
つ
い
て
の
目
を
開
き
、
大
聖
人
の
教
え

を
現
代
的
に
見
直
し
、
現
実
に
一
致
す
る

信
仰
を
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

　

久
遠
の
ご
本
仏
と
結
ば
れ
る
倶
生
神
月

守
着
帯
に
よ
る
お
題
目
信
仰
が
目
指
す
も

の
は
清
浄
平
安
の
浄
土
を
こ
の
世
界
に
築

く
こ
と
に
外
な
り
ま
せ
ん
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
終
息
は

近
い
日
と
の
朗
報
で
す
が
、
迷
信
の
ウ
イ

ル
ス
感
染
は
も
っ
と
し
た
た
か
な
の
で

す
。

よろこび法話よろこび法話
清浄平安の浄土を考える

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
以
前

に
も
増
し
て
拡
大
さ
れ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

終
息
が
切
実
に
願
わ
れ
ま
す
。

　

思
え
ば
人
類
の
歴
史
は
幾
多
の
苦
難
と

共
に
あ
り
、
多
く
の
被
害
、
犠
牲
を
払
い

な
が
ら
智
恵
を
絞
り
、
解
決
の
方
途
が
拓

か
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
か
な
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
屈
し
な
い
。
こ
の
信
念
が

あ
れ
ば
こ
そ
の
成
果
で
あ
り
、
困
難
に
立

ち
向
か
う
一
丸
の
精
神
。
私
た
ち
は
今
ひ

し
ひ
し
と
異
体
同
心
の
大
切
さ
を
自
覚
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
生
命
の
存
続
に
直
結

し
て
い
る
環
境
問
題
、
生
活
を
支
え
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
で
、
今
ま
で
の
資
源
消

費
を
も
と
と
す
る
文
明
観
か
ら
自
然
と
協

調
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
重
視
さ
れ
、

今
後
私
た
ち
は
修
正
の
時
代
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
ご
存
知
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
に
も

飢
饉
や
疫
病
が
蔓
延
し
、
そ
れ
に
よ
る
犠

牲
が
あ
り
ま
し
た
。
日
蓮
大
聖
人
の
立
正

安
国
論
執
筆
の
動
機
も
こ
こ
に
あ
り
、
文

頭
に
は
そ
の
惨
状
と
嘆
き
が
せ
き
ら
ら
に

綴
ら
れ
、
安
国
を
願
う
こ
と
が
一
貫
し
た

論
旨
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
眼
鏡
を

も
っ
て
理
解
す
れ
ば
病
気
に
対
す
る
治
療

の
よ
う
に
、
病
気
の
原
因
の
分
析
か
ら
始

ま
り
、
原
因
を
つ
き
と
め
治
療
を
施
す
。

正
を
立
て
る
立
正
と
は
治
療
薬
で
あ
り
、

薬
の
効
能
に
よ
っ
て
平
癒
す
る
の
が
国
を

安
ん
じ
る
安
国
と
な
り
ま
す
。
確
か
に
立

正
安
国
論
は
鎌
倉
時
代
を
背
景
と
し
、
宗

教
的
治
療
を
視
点
と
す
る
論
書
で
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
自
然
現
象
と
こ
の
中
に
生

き
る
私
た
ち
の
関
係
性
を
深
刻
に
見
つ
め

る
こ
と
に
は
現
代
科
学
の
姿
勢
と
何
の
相

違
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
聖
人
は
飢
饉
や
疫
病
が
い
か
な
る
原

因
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の

か
を
自
問
し
、
一
切
経
を
依

処
と
し
て
、
衆
生
が
正
し

い
思
想
の
も
と
に
生
活
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
最
も

大
き
な
原
因
で
あ
る
と
論

断
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
正
し
い
思
想
を
鏡
と

し
て
映
し
出
さ
れ
る
現
実

の
ゆ
が
み
、
こ
の
惨
状
を
救

う
唯
一
の
正
法
が
法
華
経

で
あ
る
と
の
結
論
を
得
「
信

仰
の
寸
心
を
改
め
よ
」
と
緘

言
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
法
華
経
の
教
え

に
よ
る
法
華
経
的
生
活
、
久

遠
の
ご
本
仏
の
大
慈
悲
と

共
に
あ
る
全
体
生
命
の
総
和
、
こ
の
実
現

こ
そ
が
大
聖
人
の
ご
生
涯
で
あ
り
環
境
問

題
に
解
答
を
得
た
立
正
安
国
論
の
趣
旨
で

あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

佐
渡
苦
境
の
中
に
お
い
て
ご
教
示
さ
れ

た
観
心
本
尊
抄
の
法
華
経
に
説
く
こ
の
世

界
の
真
実

　

今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
三
災
を
離
れ
四

劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り

の
お
言
葉
の
よ
う
に
、
い
か
な
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
こ
の
世
界
の
本
質
は
穢
土
で
は

な
く
浄
土
で
あ
る
。
お
題
目
の
信
仰
（
立

正
）
を
も
っ
て
す
れ
ば
社
会
不
安
・
不
調

和
相
は
平
癒
し
、
本
質
の

浄
土
（
安
国
）
が
顕
現
さ

れ
て
く
る
と
言
う
思
想
改

善
に
よ
る
解
決
の
道
を
確

信
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
仏
教
に

つ
い
て
の
間
違
っ
た
認
識

が
当
然
是
正
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
信
念

に
よ
る
強
い
実
践
が
認
識

を
異
に
す
る
側
か
ら
の
法

難
と
な
っ
た
こ
と
は
読
者

の
皆
さ
ま
が
ご
承
知
の
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
大

聖
人
に
は
こ
の
数
々
の
法
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廣
田
学
良

宮崎県 大橋厚子さん（右）、
栃木県 佐藤章雄さん（左）の絵手紙です。
ありがとうございました。

Ⅸ
⁂
⅕
ٰ
਀
ঞ

「
ほ
っ
と
絵
手
紙
」を
募
集
い
た
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま
で
！

　

〒
１
０
１ -

０
０
５
１

　
　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
３ -

25 -

11

 

　

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

 

　
　

日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会 

九
段
事
務
所

ⅨⅨⅨⅨⅨⅨⅨⅨⅨⅨ

ٰٰ

Ⅸ

⅕
ٰ

ⅨⅨⅨⅨⅨ
（
右
）
小こ
ば
や
し林

柊し
ゅ
う
た太

く
ん
（
七
歳
）

（
左
）
小こ

ぼ
や
し林

千ち
は
る春

さ
ん
（
十
四
歳
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
頑
張
っ
て
い
る
お
姉
さ
ん

と
、
甘
え
ん
坊
の
弟
で
す
。
歳
は
離
れ
て
い

ま
す
が
仲
良
し
姉
弟
で
す
。

埼
玉
県
秩
父
市

　

寿
崚
庵 

（
東
京
北
部　

松
井
法
場
結
社
所
属

　

松
井
祟
晃
団
長
）

本
誌
イ
ラ
ス
ト　

小
川
け
ん
い
ち
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